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森
田
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
羽
村
市
の
前

身
で
あ
る
羽
村
町
職
員
と
な
り
、
34
年
４
か

月
間
に
わ
た
り
、
職
員
と
し
て
精
勤
し
、
西
多

摩
衛
生
組
合
事
務
局
長
、
総
務
部
長
を
歴
任

す
る
な
ど
、
そ
の
職
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
17
年
８
月
か
ら
１
期
４
年

間
、
羽
村
市
助
役
、
副
市
長
と
し
て
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
羽
村
市
の
進
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

森
田
さ
ん
は
、
令
和
５
年
５
月
15
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

秘
書
広
報
課
秘
書
係
内

306

募

集

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方
、

ま
た
は
市
内
に
活
動
拠
点
の
あ
る
団
体

で
、
令
和
４
年
９
月
１
日
～
令
和
５
年
８

月
31
日
に
行
わ
れ
た
大
会
で
次
の
①
②
に

該
当
す
る
方

①
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
…
関
東
全
域
程
度

の
大
会
・
全
国
大
会
・
国
際
大
会
に
出
場

②
団
体
ま
た
は
高
校
生
・
大
学
生
以
外
…
関

東
全
域
程
度
の
大
会
で
８
位
以
内
入
賞
・

全
国
大
会
や
国
際
大
会
に
出
場

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
そ
の
大
会
お
よ
び
出
場
資
格
を
得
た
前
段

の
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
表
彰
状
な
ど
で

大
会
名
お
よ
び
入
賞
し
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
の
写
し
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

※
小
・
中
学
生
は
対
象
外
で
す
。

９
月
３
日
㈰
ま
で
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
、
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
へ

（
月
曜
日
休
館
）
☎
５
５
５

－

０
０
３
３

手
話
通
訳
者
を
目
指
す
健
聴
者
を
対
象
に

し
た
上
級
講
座
で
す
。

９
月
７
日
㈭
～
令
和
６
年
２
月
１

日
㈭
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時

（
全
20
回
）福

祉
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

市
内
在
住
・
在
勤
で
次
の
①
～
③

の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

①
手
話
講
習
会
（
中
級
以
上
）
を
受
講
し
た
方

②
市
の
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
の
意
向
が

あ
る
方

③
す
で
に
手
話
の
活
動
を
し
て
い
る
方

10
人
（
申
込
順
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
未
受
講
者
優
先

テ
キ
ス
ト
（
各
自
購
入
）

斉
さ
い

藤と
う

啓け
い

子こ

さ
ん
（
手
話
通
訳
士
）

８
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

に
電
話
ま
た
は
直
接
、
障
害
福
祉
課
障
害

者
支
援
係
内

187
へ

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
方
に
日
本
語

学
習
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
門
講

座
で
す
。
知
識
、
経
験
、
外
国
語
が
話
せ
る

か
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

８
月
26
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

20
人
（
申
込
順
）

１
０
０
円
（
資
料
代
）

野の

島じ
ま

佳か

代よ

さ
ん
（
羽
村
日
本
語

学
習
会
）羽

村
日
本
語
学
習
会

羽
村
市
、
羽
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
前
に
「
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
」
を
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
、
地
域
振
興
課
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
係
内

631
へ
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　新型コロナウイルス感染症が「5類

感染症」になり、基本的感染対策は個

人・事業者の判断が基本ですが、換気、

手洗い・手指消毒、マスク着用などの

対策は感染予防に有効です。

�������合���������

〇�医療機関の受診時や高齢者施設など

を訪問する時

〇�通勤ラッシュ時など混雑した電車・

バスに乗車する時

※�事業者の判断でマスク着用を求めら

れる場合があります。

������������������
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○高齢の方　

○妊娠している方

○基礎疾患のある方
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状
況
に
よ
り
、
施
設
が
休
館
し
た
り
、
事
業
な
ど
が
変
更
・
延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健

康

体
力
測
定
と
、
結
果
解
説
、
今
後
の
生
活
に

役
立
つ
運
動
の
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

８
月
19
日
㈯
午
前
コ
ー
ス
…
午
前

10
時
～
正
午
／
午
後
コ
ー
ス
…
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

※
午
前
、
午
後
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村

会
議
室
、
第
３
ホ
ー
ル

○
市
内
在
住
で
20
～
79
歳
の
方
（
令
和
５
年

４
月
１
日
現
在
）

○
体
力
測
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
前
回
体
力
測
定
か
ら
半
年
以
上
経
過

し
て
い
る
方

○
医
師
に
運
動
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
方

各
コ
ー
ス
10
人
（
申
込
順
）

※
当
日
会
場
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
、動
き
や
す
い
服
装
（
室
内
履
き
不
要
）

体
力
測
定
（
血
圧
測
定
、
握
力
測

定
、
体
組
成
測
定
、
長
座
体
前
屈
、
上
体

起
こ
し
）

※
こ
の
ほ
か
に
、
20
～
64
歳
向
け
、
65
～
79

歳
向
け
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。

杏
林
大
学
保
健
学
部

石
い
し

井い

博
ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
・
相

あ
い

原は
ら

圭け
い

太た

さ
ん
（
理
学
療
法
士
）、

楠く
す

田だ

美み

奈な

さ
ん
（
健
康
運
動
指
導
士
）

８
月
２
日
㈬
～
16
日
㈬

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
健
康
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）
内
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Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ

ア
リ
ー
ナ
羽
村
へ
☎
５
５
５

－

０
０
３
３

（
月
曜
日
休
館
）

対
象
の
方
に
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

（
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
）
を
送
付
し
ま
す
。
長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
フ
レ
イ
ル
（
筋
力
や
心
身
の

活
力
が
低
下
し
、
介
護
が
必
要
に
な
る
一
歩

手
前
の
状
態
）
に
な
っ
て
い
る
か
、
確
認
し

ま
せ
ん
か
。

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
回
答
し
た

方
に
は
、
生
活
状
況
や
健
康
状
態
に
関
す
る

結
果
ア
ド
バ
イ
ス
表
を
送
付
し
ま
す
。
結
果

か
ら
、
早
期
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
な
方

に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
、
市
内

在
住
の
75
・
76
歳
で
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

８
月
15
日
㈫

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
予
防
・
地

域
支
援
係
内
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女
性
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
乳

が
ん
は
、
30
歳
代
後
半
か
ら
増
加
し
ま
す
。

一
方
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る

10
年
後
の
生
存
率
は
、
90
％
以
上
で
、
治

せ
る
が
ん
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
（
卵
巣
ホ
ル
モ
ン
）
の
働
き
で
成

長
し
ま
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
は
、

妊
娠
し
た
り
閉
経
し
た
り
す
る
と
低
下
し

ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
初
潮
が
早
く
閉

経
が
遅
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
乳
腺
が
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
影
響
を
受
け
る
期
間
も
長

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
社
会

進
出
が
進
む
に
つ
れ
て
、
高
齢
出
産
や
出

産
し
な
い
女
性
も
増
え
て
お
り
、
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
止
ま
る
期
間
に
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
が
、
乳
が
ん
の
発
症
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

閉
経
後
は
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
は
減
少

し
ま
す
が
、
肥
満
に
注
意
が
必
要
で
す
。

脂
肪
組
織
に
含
ま
れ
る
酵
素
が
、
男
性
ホ

ル
モ
ン
を
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
変
え
て
し
ま
う

た
め
、
脂
肪
組
織
が
多
い
と
、
そ
れ
だ
け
多

く
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
つ
く
ら
れ
、
乳
が
ん

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
す
。

乳
が
ん
の
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
と
乳
が
ん
検
診
を
含

む
「
乳
房
を
意
識
す
る
生
活
習
慣
（
ブ
レ

ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
）」
が
必
要
で
す
。

○
自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

○
乳
房
の
変
化
に
気
を
付
け
る

○
変
化
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
医
師
に
相

談
す
る

○
自
覚
症
状
が
な
く
て

も
40
歳
に
な
っ
た
ら

２
年
に
１
回
、
乳
が

ん
検
診
を
受
診
す
る

※
詳
し
く
は
、
東
京
都
保
健
医
療
局
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
と
う
き
ょ
う
健
康
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
40
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
乳

が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
市
公
式
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


